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日  時 テ ー マ・場 所・講 師 対象・定員 受付開始 

4月27日(土) 

9:30～11:30 

「初めてのバードウォッチング 

～夏鳥をさがそう～」 
えのきの会野鳥分科会 ・ くずはの広場指導員 

小学生以上 

20名 

4月2日 

残りわずか 

4月29日(月・祝) 

9:30～15:00 

「くずはの家 春のつどい」 
もりりんと森の音楽隊/はだの名水喫茶/木で作る小

鳥のストラップ/ドライフラワーのキーホルダー 
どなたでも 

当日受付 

14:30まで 

5月3日(金・祝) 

9:30～11:30 
「くずはカップ争奪 ミニモルック大会」 

えのきの会遊び分科会 

どなたでも 

８ 組 
4月 16日 

5月3日(金・祝) 

  ～6日(月・祝) 

9:30～16:30 

「ゴールデンウィーク ウォークラリー」 
くずはの広場 

「たね展 ・ 綿から糸作り体験」 
くずはの家研修室 

どなたでも 
当日受付 

（ウォークラリーの

受付は 16時まで） 

5月25日(土) 

9:30～11:30 

「初夏の植物観察 

～海を渡ってきた草花たち～」 
えのきの会植物分科会 

小学生以上 

20名 
5月2日 

 

 

３月の活動 

定例会：1回目は、3月の恒例行事の九沢の竹

林整備。ヘルメットを被って、ナタとノコギリ

を駆使して総勢18名で頑張り、混みあった竹

藪が涼やかな竹林になりました。2回目は、１

年間使う竹の名札のペンキ塗りと薪割り作業。

今年は大量の丸太が運び込まれたため、何度か

臨時作業も行いたくさんの薪を作っています。 

花壇の会：名札を新しく付け替えました。 

とんぼのせせらぎ：せせらぎに架かる橋をかけ

替え、水路の落ち葉や草を取り除きました。 

☆これからの活動 

定例会：4/18(木)、5/5(日)、5/16(木) 

花壇の会：5/17(金)  

とんぼのせせらぎ：4/25(木)、5/23(木) 
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葛葉川ふるさと峡谷だより 

くずはの家 行事案内  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

昼の行事：小学２年生以下は保護者同伴、夜の行事は小学生以下は保護者同伴  

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail：kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp  

４月の休館日 

１日、８日、１５日、２２日、３０日 

５月の休館日  

１日、７日～１０日、１３日、２０日、２７日 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/  
秦野市のHPの公共施設案内にくずはの家HPがあります！ 

 
秦野ガス・ネイチャーパー

参加者の声 

3/17(日)  春の川の生き物観察 （１６人） 

・鳥を探しながらの散策は楽しかったで

す。大きい双眼鏡で遠くの鳥をはっきり見ることができ

て感動でした。 

・初めての観察会に参加しましたがとても楽しかったで

す。自分でも観察を続けたいと思いました。 

 

・顕微鏡で生き物を見たことがないので、小学

一年生にとってはとても良い経験になりました。なかなかサ

ナギや幼虫を観察することがないので、勉強になりました！ 

・ふだんじぶんはあまりいきものには興味がなかったんです

けど、はじめてかげろうがかわいいんだってわかりました。

たのしかったです。 

3/24(日)・31(日) ミニ野鳥観察会 （延べ２１人） 

参加者の声 

 

コウモリ活動開始 

４月を前にようやく桜が咲 

き始めました。暖かくなるの 

をじっと待っていたのは花や 

虫だけではありません。秦野 

市の市街地では夕方の気温が１６度を超えると、橋の

下や建物の隙間などで越冬していたコウモリが餌を

求めて飛び出します。黒いアゲハチョウ程の大きさ

のアブラコウモリと、もう少し大きなヒナコウモリを

見ることができます。コウモリは自分で飛ぶことが

できる唯一の哺乳類で、日没後３０分程すると活動開

始。餌は糞の分析から、ハエやカメムシ・甲虫・蛾の仲

間など、農業と林業、そして私たちの暮らしにとって

害虫といわれる昆虫を食べています。コウモリの狩

りは独特で、人には聞こえない超音波の声を出しな

がら飛び、跳ね返る音で飛んでいる虫の位置を知り

捕えます。 

黄昏時、まだ薄明りが残っている頃に空を見上げ

ていると、コウモリがパタパタと飛び始めます。素

早く急旋回して向きを変えたら餌をキャッチ。そんな

様子を観察できたらラッキー！市街地で野生の哺乳

類の、狩のようすを見ることができるのはコウモリ

くらいですから。    
 

ヒナコウモリ 

ボランティア定例 

竹林整備の様子 

行事報告

3/23(土)～31(日) 「とり展～鳥のくらし衣食住」 

（延べ１９２人） 

 
参加者の声 ・秦野にこんなに

たくさんの種類の野鳥がいると

は知りませんでした！巣や卵な

ど近くで見られてとても興味深

かったです。 

・卵と巣をたくさん比較できたこ

と、漢字のクイズ、骨格標本の本、

すべておもしろかったです。 

・実際にはく製にさわれたり、大

人も子どもも楽しかったです。 

文 ： くずはの広場指導員 味埜真理 

参考文献 : 「識別図鑑日本のコウモリ」コウモリの会編 写真 : 森田博信氏 

たんぽぽふわり。春の広場 

お待ちかねの春がやってきました！くずはの

広場でもおひさまのように黄色く鮮やかなタン

ポポの花が咲いています。広場では在来種のカン

トウタンポポが多いですが、最近は外来種との雑

種とみられるものが増えてきています。花が終わ

って２週間ほどすると花茎がぐんと伸びて、綿毛

のぽんぽんが出来上がります。ふーっと吹くと、

はかなくゆらゆらとどこまででも飛んで行く綿

毛。何気ないこの光景、実 

は綿毛の数や構造が渦輪 

という気流を生み、浮かび 

上がることを可能にして 

いると雑誌Natureに 2018 

年に発表されました。自然 

の巧みさには驚くばかり 

です。ゴールデンウィーク 

中の「たね展」ではいろい 

ろな綿毛を展示します。ぜ 

ひ見に来てくださいね！ 

 
文 ： くずはの広場指導員 手塚真理 

 


